
大学院保健医療学研究科博士後期課程カリキュラムマップ

看護学分野、理学療法学分野、作業療法学分野のすべての学生が学際的に学ぶ「共通科目」と、分野ごとに開講する「専門科目」の２つの科目区分で教育課程を編成します。
【共通科目】 保健医療全般にかかわる社会的課題や、社会発展に貢献する基盤となる多職種連携・協働に関するシステム、研究者・教育者や高度専門実践の指導者として必要な理論や概念、
さらに自立した教育や研究活動に向けた能力を養うための科目を講義や演習形式で配置します。
【専門科目】 専門分野ごとに研究者・教育者や高度専門実践の指導者として必要な科目を配置し、専門職としての研究テーマや研究方法を追求する能力を涵養します。

教育課程
編成方針

ディプロ
マポリ
シー

1. 臨床や教育、研究の場において、変化する保健・医療・
福祉の課題と展望を発見し、創造的に解決していくために、
幅広さと深さを兼ね備えた高度な専門的知識を活用して、
科学的に思考することができる。

2. 保健・医療・福祉の向上に、責任感を持ち、課題と
展望を見出し、その解決に向けて積極的に貢献する
指導者としての姿勢を持つことができる。

3. 自らの研究について、あらたな「知」として
的確に表現し、意見を交換することができる。

１
年

3
年

共通科目

専門科目

特別研究

保健医療福祉の連携・協働特論

研究と倫理

高等教育政策・教育方法特論

看護の発展と研究特論

リハビリテーションの発展と研究特論

生体反応と臨床応用特論

保健医療の社会的課題と対応特論

保健医療教育論

2
年

コミュニティヘルス看護学特論

ヘルスプロモーション看護学特論

看護学特別研究Ⅰ/Ⅱ/Ⅲ

理学療法学特別研究Ⅰ/Ⅱ/Ⅲ

作業療法学特別研究Ⅰ /Ⅱ/Ⅲ

生活行為作業療法学特論

発達過程作業療法学特論

運動器障がい動態解析学特論

機能再建理学療法学特論
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